
大会参加費 該当項目
に○ 懇親会費 懇親会

参加
請求書
の分割 合計金額

FAX 郵便 WEB

一　般

会　　員 ○ ○ ○ 10,000円

6,000円

す　る
す　る

しない 　　　　　　　　円

非 会 員 ○ ○ ○ 20,000円

新規入会★ ○ ○ × 12,000円＋10,000円

学　生

会　　員 ○ ○ ○ 3,000円

しない 送金方法を○で囲んで下さい。
銀行振込・現金書留

非 会 員 ○ ○ ○ 6,500円

新規入会★ ○ ○ × 4,000円＋3,000円

会員の種類 （いずれかを○で囲んでください。）　　正会員　／　学生会員（　　年卒業予定）

E-mail

専門分野

生年月日  　　　　　年（西暦）　　　　月　　　　　日
推薦人

（学会員に限る） 氏名 会員番号

申込方法

参加費

支払方法

●申込書該当欄に必要事項を記入の上、FAX、郵便またはホームページから
なるべく早くお申込み下さい。

●懇親会の参加は任意です。懇親会のみの参加はできません。
申込先：品質工学会 事務局
　　　　〒101-0051  東京都千代田区神田神保町2-8

和泉屋パーキングビル2階
　　　　TEL  03（6268）9355　FAX  03（6268）9350
　　　　URL http://www.qes.gr.jp/

●正会員：10,000円　　●学 生 会 員：3,000円
●非会員：20,000円　　●学生非会員：6,500円
●懇親会：6,000円（参加申込書参照）

●銀行振込の場合は、下記の口座に振込をお願いします。
みずほ銀行　青山支店　普通口座 1883944
口座名義 ： 品質工学会（ヒンシツコウガクカイ）

●銀行振込の場合は、個人名で請求書番号を記入の上、お振込下さい。
●恐れ入りますが、振込手数料は貴殿でご負担下さい。
●現金書留の場合は、申込書と参加費を同封の上、お送り下さい。
●送金額は申込書を参照して下さい。
●入金後、当日欠席の場合でも返金はいたしません。後日、申込者本人に論
文集をお送りいたします。

新規入会し、会員として大会参加
品質工学会では、品質工学に興味をお持ちの方、

品質工学の色々な情報を知りたいという方々のた

めに会員を募集しております。いま加入していた

だきますと、今年度の学会誌を入手できるととも

に、研究発表大会に会員価格で参加できます。

　　　　　 正 会 員／年額10,000円＋入会金2,000円

　　　　　 学生会員／年額3,000円＋入会金1,000円

お申込みお問い合わせは下記事務局までお願いします。

QES2016　第24回品質工学研究発表大会　参加申込書
本ページをコピーし、１人１枚に記入の上、FAXでご送付願います。 2016年　　月　　日
参加券、請求書の送付先は参加者本人に限らせていただきます。
事前登録およびキャンセルは6月16日（木）まで受付けます。以後参加希望者は直接会場にお越し下さい。

●会員は以下の欄にご記入下さい。 品質工学会  事務局
〒101-0051　東京都千代田区神田神保町2-8

和泉屋パーキングビル2階
TEL.  03（6268）9355　FAX.  03（6268）9350

ＵＲＬ．http://www.qes.gr.jp/

★新規入会は大会参加費とは別に入会金・年会費の請求書を送付します。
　新規入会の大会参加費の欄には、年会費＋大会参加費が記載されています。
　年会費：正会員／12,000円（＝年額10,000円＋入会金2,000円）、学生会員／4,000円（＝年額3,000円＋入会金1,000円）

●新規入会の方は以下の欄にご記入下さい。

※請求書を送付しますので、期日ま
でに振込をお願いします。

※参加券、請求書及び領収書の送付
　先は参加者本人に限らせていただ
　きます。
※参加券は事前にお送りいたします。
　参加券がお手許に届かなかった場
　合は直接会場へお越し下さい。

●新規入会・非会員は以下の欄にご記入下さい。

（フリガナ）
氏　　名

男 ・ 女 該当する　　　　
新規入会　／　非会員ものに○ 　　　　　　　　　　  新規入会　／　

住　　所 〒

ＴＥＬ 　　　　　　（　　　　　　） ＦＡＸ 　　　　　　　（　　　　　　）

（フリガナ）
勤務先名

所　　属

住　　所 〒

ＴＥＬ 　　　　　　（　　　　　　） ＦＡＸ 　　　　　　　（　　　　　　）

送付先 勤　務　先　／　自　宅（希望する方を○で囲んでください。）

（フリガナ）
 氏　名　 会員No.

自

宅

勤

務

先

●申込要領

会費

品質工学会会員募集中！



6月23日（木）

6月23日（木）

6月23日（木）

6月24日（金）

6月24日（金）

6月24日（金）

壇上発表：大ホール（タワーホール船堀５階）

壇上発表：小ホール（タワーホール船堀５階）

ポスター発表（OS・自由討論）展示時間13:15～17:00：展示ホール（タワーホール船堀 １階）

壇上発表：大ホール（タワーホール船堀５階）

壇上発表：小ホール（タワーホール船堀５階）

ポスター発表（OS・自由討論）展示時間10:15～14:45：展示ホール（タワーホール船堀 １階）

10:30～12:15

　《受賞記念講演》　論文賞、ASI 賞受賞記念講演
／一般財団法人 日本規格協会 理事長　揖斐　敏夫　《来賓挨拶》　経済産業省 大臣官房審議官　星野　岳穂／

   《表彰式》　品質工学会日本規格協会理事長賞
て　大会実行委員長　谷本　勲　《開会挨拶》　「マクロ視点での品質工学」の総括に向け

マクロ視点での
品質工学

13:15～14:55

１ の設計バーチャルパラメータ設計によるはみがき剤処方の 秋元美由紀 ヱスケー石鹸㈱
２ めの加工条件最適化超音波破砕加工のセラミック基複合材料適用のため 嘉嶋　秀一 ㈱IHI
３ 形の生産性向上金型温調システムの最適化によるプラスチック成形 山川　泰明 富士ゼロックス㈱

論説：「マクロ視点での品質工学」
吉澤　正孝 クオリティ・ディープ・スマーツ有限責任事業組合
田村希志臣 コニカミノルタ㈱

開発・設計に
おける品質工学
15:15～16:55

４ 性向上に関する検討流体シミュレーションを用いた粉体化粧料の分散性 坂本　雅基 花王㈱
５ ル設計の応用エンジン部品に関する知見抽出のためのバーチャル 橘鷹　伴幸 トヨタ自動車㈱
６ 率化と垂直立ち上げマクロ視点による光学ガラスの熔解技術開発の効率 佐藤　幸太 光ガラス㈱

論説：「開発・設計における品質工学」
曽我　光英 富士ゼロックス㈱
高木　俊雄 元・コニカミノルタ㈱

開発、設計
（MTシステム）

13:15～14:55

７ 基幹設備の電力測定による故障検知の研究 石橋　大希 ㈱IHI
８ 検討MTシステムによるシンセサイザー音判別の検 山戸田武史 ㈱IDAJ
９ 適用事例紹介相関情報を考慮した誤圧の計算方法の提案と適 細井　光夫 ㈱小松製作所
10 ロールシステムとMT距離による評価重度障害用マウスのためのポスチャーコントロ 斎藤　之男 芝浦工業大学

開発（画像形成、
材料系）

15:15～16:55

11 正システムの最適化標準SN比とシミュレーションによる階調補正 小谷津　淳 富士ゼロックス㈱
12 る複数の光学フィルターの最適化分光スペクトル特徴化とT法の融合手法による 渡辺　　誠 ㈱リコー
13 電子写真におけるキーパーツ開発 松下　　誠 ㈱リコー
14 波形の関係性検討MTシステムによる画像品質と画像形成高圧波 高橋　　剛 キヤノンファインテック㈱

Ａ会場
評価

（機能性評価、
MTシステム）
13:15～15:00

15 による項目選択―T法を用いた加速度脈波による血圧の推定―変数増加法に 小黒　　諒 産業技術大学院大学
16 MTシステムによる光ディスクメカの動作音評価 白木　　信 アルパイン㈱
17 報日本企業の企業業績における単位空間と業績診断　第4報 吉原　　均 NMS研究会
18 評価技術の検討と実践非技術部門が機能部品を寿命試験せずに部品選定する評 末岡　　勉 コニカミノルタテクノプロダクト㈱

Ａ会場
社会（生活、経済）

15:15～ 17:00

19 オンライン品質工学による健康管理の指針づくり 佐々木市郎 アルプス電気㈱
20 績予測～ 経営戦略としての品質工学Ⅰ　～MTシステムによる業績 芝野　広志 関西品質工学研究会
21 究～ 経営戦略としての品質工学Ⅱ　～経営のロバスト性研究 芝野　広志 関西品質工学研究会  
22 MTシステムによる通勤時間に関する研究 増田　雪也 ㈲増田技術事務所

Ｂ会場
開発・設計
13:15～15:00

23 最適化紙端部高精度検出センサの選定と紙位置判定ソフトの最 高山　英之 ㈱リコー
24 インプロセスの提案品質工学と感性工学に基づく意匠スプーンの形状デザイ 大浪　雅博 九州工業大学
25 樹脂製カキ採苗器の開発 高辻　英之 広島県立総合技術研究所
26 作性評価 第2報MTシステムの利用によるソフトウェア開発段階での操作 冨田　誠一 ㈱松浦機械製作所

Ｂ会場
教育・普及
15:15～17:00

27 計教材の開発工程技術者のスキルアップを目的としたパラメータ設計 上杉　一夫 アルプス電気㈱
28 場合－学生に対する品質工学導入教育の研究　－福島高専の場 植　　英規 福島工業高等専門学校
29 1報）－MT法の活用研究－QEF埼玉の輪講WG活動の歩み（第1 深澤　　宏 ㈱アルビオン
30 報）－品質工学教材開発－QEF埼玉教材WG活動の歩み（第2報 深澤　　宏 ㈱アルビオン

Ｃ会場
評価

（機械系、材料系）
13:15～15:00

31 外観評価による超音波切断条件の最適化 篠田　洋章 YKK㈱
32 システム選択段階でのパラメータ設計活用方法の提案 細川　哲夫 ㈱リコー
33 環境試験におけるサンプル配置の最適化 日高　隆太 ㈱安川電機
34 複写機ADF給紙部の機能性評価 柳谷　怜美 キヤノン㈱

Ｃ会場
開発（機械系）
15:15～17:00

35 評価エンジンのシリンダーボア変形への影響因子の寄与度評 森脇　康博 トヨタ自動車㈱
36 レーザ加工機による薄板加工技術の基礎的研究 五味　伸之 福井工業高等専門学校
37 討機構設計へのバーチャル・パラメータ設計の活用の検討 埴原　文雄 コニカミノルタ㈱
38 最適化５軸制御マシニングセンタを用いた旋削仕上げ条件の最 五十嵐哲也 ㈱松浦機械製作所

D会場
手法（直交表）
13:15～15:00

39 殆直交表L’27 例による解析検証生成機構の解明と数値シミュレーション事例 富島　　明 富島技術開発サポートセンタ
40 3水準の全組合せ数27個からの欠落とした新しいL18 絡解析方法の交絡 林　　秀行 静岡品質工学研究会
41 ラメータ設計誤差因子を内側に割り付けたスイッチ用バネ形状のパラ 貞松　伊鶴 静岡品質工学研究会
42 近直交表L12 データの再解析を用いた電機サンダ̶回転刃形状の最適化デ 宋　　相載 広島工業大学

D会場
手法（解析）
15:15～17:00

43 白ワイン品質評価に対する一考察1（3分割Ｔ法の提案） 山口　信次 静岡品質工学研究会
44 森永薬品ペニシリン要因実験27 による解析データのタグチメソッド 上杉　伸二 富士技術経営研究所
45 法によるロバスト設計2水準ノイズでのサーボ機構事例におけるSN比と図解法 足羽　晋也 ㈱クボタ
46 度1への変動の分解RL回路・操舵事例を使ったVBAプログラムによる自由度 鵜飼　義之 静岡品質工学研究会
47 計の調合ノイズ因子の課題ギア・ラミネート・サーボ機構事例にみるロバスト設計 伊藤　義朗 ㈱クボタ

★１日目のスケジュールが前年と異なります。ご注意ください。
☆ＯＳ(オーガナイズドセッション)：各ポスターセッションにおいて、発表者より研究概要を説明します。　(１テーマ15分：発表10分、質疑5分)

5分)☆自由討論：全ＯＳ終了後、発表者と参加者が自由に討論するものです。　(30～45
☆懇親会 6月 3日(大会 日目) 0 9 0、 タワ ホ ル船堀 階 瑞雲☆懇親会 ： 6月23日(大会1日目) 17:20～19:20、 タワーホール船堀 ２階 瑞雲

9:30～10:10 品質工学会総会

製造段階における
品質工学

10:15～11:55

48 試作組立における工程最適化 長谷川拓実 ㈱松浦機械製作所
49 コアライン調整技能の技術化 尾浜　春樹 マツダ㈱
50 術の開発設備を寿命ギリギリまで使う為の正常予測技術 古賀　　敦 コニカミノルタテクノプロダクト㈱

論説：製造段階における品質工学
常田　　聡 日精樹脂工業㈱
栃洞　孝吉 ㈱東海理化

評価における
品質工学

13:00～14:40

51 基準のさらなる検討裁判事例の分析による職場のパワハラの判断基 佐藤　　誠 NMS研究会
52 MTシステムを用いた画像ランク診断 仲　　雄太 キヤノン㈱
53 評価樹脂製品の強度の安定化に向けた射出条件の評 南　　　博 YKK㈱

論説：評価における品質工学
安藤　欣隆 ヱスケー石鹸㈱
上杉　一夫 アルプス電気㈱

14:55～17:00
視点での品質工学の実践－」　品質工学会  副会長　谷本　勲　　《特別講演》　「全体最適への原点回帰　－マクロ視
工学賞論文賞・ASI 賞・大会実行委員長賞　　《表彰式》　貢献賞・精密測定技術振興財団品質工
興財団品質工学賞発表賞　　　　　　　品質工学会会長賞・精密測定技術振興

開発（加工技術、
機械系）

10:15～11:55

54 分流型脱泡装置の最適化と改善メカニズムの把握 佐々木康夫 ㈱リコー
55 小型電気温水器用温水タンクのパラメータ設計 平間　征一 TOTO㈱
56 目指した評価技術の研究医療用製品の開発から市場に至る全体生産性の向上を目 鈴木真一郎 コニカミノルタテクノプロダクト㈱
57 樹脂タッピングボルトにおける最適締結条件の設定 西野　眞司 日産自動車㈱

開発・設計
（機械系）
13:00～14:40

58 の設計最適化クランクシャフト周りから発生する打音最小化のための 村上　伸之 トヨタ自動車㈱
59 バーチャル設計を用いた研削加工条件の選択 辻　　千尋 三栄精工㈱
60 金属光造形複合加工機の開発における品質工学の適用 加藤　敏彦 ㈱松浦機械製作所
61 電力波形の判別（第２報）工作機械主軸の立上り電力を用いたSN比と誤圧による電 金子　真樹 ㈱松浦機械製作所

Ａ会場
設計

（機械系）
10:15～12:00

62 プラズマ切断機用トーチにおけるノズル冷却のパラメータ設計 高田　伸浩 金沢大学
63 機械動作における真円形状最適化 青木　規泰 ㈱松浦機械製作所
64 化手法複数目的機能に対するクランクシャフトの特性値と形状の最適 三宅　　慧 トヨタ自動車㈱
65 シミュレーションによるハニカム最適形状検討 五味　伸之 福井工業高等専門学校

Ａ会場
製造（加工技術）

13:00～14:45

66 検査設計を用いたコストダウンと管理費用のバランス 須賀谷伸晃 富士ゼロックスマニュファクチュアリング㈱
67 超硬仮焼結材成形における研削条件の最適化 小川　　猛 YKK㈱
68 MTシステムを用いたフライス加工の状態監視 中本　梨絵 コマツNTC㈱
69 平面高精度加工技術の確立 中原　寛海 マツダ㈱

Ｂ会場
製造（工程管理、
パラメータ設計）

10:15～12:00

70 T法を用いた有効因子推定方法の活用 中沢　和彦 アルプス電気㈱
71 ムの活用－反応性樹脂の量産品質の安定化－工程解析におけるMTシステム 森　　泰彦 アロン化成㈱
72 当たり判定技能の技術化 岡山　一洋 マツダ㈱
73 埋金位置決めの最適化 上村　勝利 マツダ㈱

Ｂ会場
教育・普及、生活
13:00～14:45

74 パラメータ設計で要因効果を一目瞭然に可視化する方法の提案 鈴木　真人 個人参加
75 自動車技術におけるばらつき評価方法の検討 武重　伸秀 マツダ㈱
76 の検討競技用コマのパラメータ設計を通じた人間̶機械系の最適設計 伊勢　大成 金沢工業高等専門学校
77 測－地震予測の可能性－つくば地区における各地大地震動の発生予 早川　幸弘 富山高等専門学校

Ｃ会場
評価（計測技術、

機械系）
10:15～12:00

78 発表取下げ
79 ビッカース硬さ試験における標準くぼみの設定の研究（2） 井上　克彦 ㈱アサヒ技研
80 凝縮水可視化実験装置のロバスト設計 小原　圭太 トヨタ自動車㈱
81 MTシステムによるX線検査の判定自動化の試み 今津　貴文 ㈱IHI

Ｃ会場
開発、設計
（化学系）
13:00～14:45

82 シリカゲルロータのロバスト設計と水分吸着特性の最適化 島田　隆寛 ㈱西部技研
83 条件の最適化イオンクロマトグラフィー分析における試料前処理方法と測定 山崎　俊輔 YKK㈱
84 計洗濯用石鹸を用いた全自動洗濯機での洗濯方法のパラメータ設 長井　美鈴 ヱスケー石鹸㈱

D会場
手法（数理）
10:15～12:00

85 による個別検証ロバスト設計で生ずる非線形効果のRL回路・サーボ機構事例に 森　　輝雄 森技術士事務所
86 依存性解析特性:生値･SN比･感度の要因効果図の傾向と交絡の直交表依 足羽　晋也 ㈱クボタ
87 よる検証解析指標としての対数変換に対するLR回路・数値計画事例によ 田辺総一郎 ㈱ユニバンス
88 SN比の対数変換の数学的根拠、及びRL回路事例による検証 鵜飼　義之 静岡品質工学研究会
89 ト設計の比較SN比モデル・回帰係数・図解法に対するRL回路によるロバス 伊藤　義朗 ㈱クボタ
90 問題提起「電力空間伝送回路の最適化事例」に関する回路専門家からの 富島　　明 富島技術開発サポートセンタ

D会場
社会、芸術
13:00～14:45

91 和楽器「尺八」演奏上達の重要因子の探索研究4 山口　信次 静岡品質工学研究会
92 彩の再現研究直交表による国宝稲葉曜変天目茶碗の原寸大素焼き椀による虹 杉山　　圭 静岡品質工学研究会
93 マハラノビス距離によるメロディの判別の検討 林　　秀行 静岡品質工学研究会
94 “イチゴの人工栽培”における栽培条件の最適化実験 田辺総一郎 ㈱ユニバンス

☆小ホールロビーにおいて、 『地方研究会活動展』 を大会両日共に実施いたします。
☆議論の基となる発表概要については、４月末に学会HPにて公開します。大会開催の最新情報を学会HP(http://www.qes.gr.jp/)で確認のうえ、ご来場ください。

全体最適への原点回帰全体最適への原点回帰全体最適への原点回帰－マクロ視点での品質工学の実践－－マクロ視点での品質工学の実践－－マクロ視点での品質工学の実践－全体最適への原点回帰全体最適への原点回帰全体最適への原点回帰－マクロ視点での品質工学の実践－－マクロ視点での品質工学の実践－－マクロ視点での品質工学の実践－


